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章 ページ 見出し等 行（見出しの下から）等 4刷 5刷

7章 118 学習のねらい  7行目 「職場における人間開発」 「職場における人間関係開発」

13章 353 ⅱ　精神医学の診断名・診断分類

11行目（「現在，ICD-10，

DSM-5が汎用されている。」

の後に追加）

WHOは2022年1月にICD-11を正式に発効す

る予定で，カテゴリーの区分はICD-10とは

大きく変わる見込みである。

13章 367
ⅱ　日本のアルコール依存症の現

状
1-2行目

先進国のアルコール消費量が軒並み減

少している中で，日本だけは増加の一

途をたどっている。

成人1人当たりのアルコール消費量は1992年

をピークに減少している反面，アルコール

依存症の患者数は減少傾向にあるとは言え

ない。

16章 477 図16-18

「業績や能力よりも，年齢・

経験を重視して給与が上がる

システム」の2000年の数値

27.3% 37.3%

17章 511 C O L U M N Vorkers Open Work（社名変更）

21章 685 〔1〕 災害の種類と影響 下から3行目 事業場内に不満や避難の声が 事業場内に不満や非難の声が

22章 708 図22-3
「情報収集方法の検討」と「情報の収

集」を結ぶ実線

「情報収集方法の検討」から「情報の収

集」へ向かう実線矢印

22章 708-709 下から2行目

２つがあり，試験的決定は最終的決定

が下される前にくり返されるが，いず

れも目的・目標の吟味や，情報の収集

にフィードバックされるサイクルを構

成する。

２つがある。試験的決定は，最終的決定が

下される前に繰り返され，情報収集方法の

検討がなされた後に，あらためて情報の収

集がなされる。また，最終的決定は，その

結果が目的・目標の吟味や情報の収集に

フィードバックされるサイクルを構成す

る。

22章 718 C O L U M N 第3段落1行目
様式が職業訓練受講者および受講者向

けで
様式が求職者および職業訓練受講者向けで

23章 746 ２） 善管注意義務 第2段落2行目 産業カウンセラー綱領で 産業カウンセラー倫理綱領で
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